
二
〇
二
三
年
　
元
旦

開業した西九州新幹線（大村）

他
執
行
部
一
同

長
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県
建
設
産
業
労
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組
合

長
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県
建
設
事
業
国
民
健
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保
険
組
合

（
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崎
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建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部

執

行

委

員

長

副
執
行
委
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長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
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長

副
執
行
委
員
長

書

記

長

書

記

次

長

中

央

支

部

長

大

浦

支

部

長

市

南

支

部

長

東
長
崎
支
部
長

浦
上
西
支
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長
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上
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長

西

彼

支

部

長

諫

早

支

部

長

大

村

支

部

長

島

原

支

部

長

佐
世
保
中
央
支
部
長

佐
世
保
東
支
部
長

佐
世
保
北
支
部
長

北

松

支

部

長

平

戸

支

部

長

顧

問

顧

問

青

年

部

長

主

婦

会

長

佐　

藤　

圭　

介

石　

田　

哲　

雄

坂　

口　

忠　

義

井　

手　
　
　

保

木　

下　

忠　

明

寺　

田　

孝　

弘

西　

平　

博　

之

若　

杉　

孝　

雄

本　

多　

常　

秋

北　

村　

五　

男

小　

宮　

清　

治

里　
　
　

澄　

宏

佐　

藤　

昭　

彦

田　

崎　

順　

一

岩　

崎　

喜
三
郎

中　

村　

太　

司

一　

瀬　

純　

男

城　
　
　

祐　

輔

本　

田　

英　

樹

茅　

原　

喜
志
男

福　

田　

栄　

治

須　

藤　

輝　

久

岡　

田　
　
　

眞

北　

村　

政　

和

田　

上　

一　

郎

方　

山　

栄　

治

馬　

場　

ヒ
ロ
子

建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
へ

　
諸
要
求
実
現
の
た
め

　
統
一
自
治
体
選
挙
を
勝
利
し
よ
う
！
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
、
ご

家
族
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
よ
り
組
合
の
諸
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
（
令
和
四
年
）
七
月

十
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
建
設

長
崎
第
七
十
七
回
定
期
大
会
に

お
い
て
、
前
任
の
田
上
一
郎
前

執
行
委
員
長
（
現
建
設
長
崎
顧

問
）
の
勇
退
に
伴
い
、
そ
の
後

任
と
し
て
執
行
委
員
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
歴
史
的
経
緯
を
継

承
し
、
尚
一
層
組
合
の
発
展
に

向
け
て
、
仲
間
の
皆
様
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
社
会
経
済
活
動
が

大
き
く
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
に
入
り
徐
々
に
緩
和

さ
れ
正
常
化
に
戻
り
つ
つ
あ
る

一
方
で
未
だ
多
数
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
収
束
の
見
通

し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
仲
間
の

皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
仕
事
や

日
常
生
活
に
お
い
て
不
安
な
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
組
合
に
お
い
て
も
、
ふ
れ
あ

い
や
拡
大
行
動
、
会
議
等
が
思

う
よ
う
に
実
施
で
き
ず
仲
間
同

士
の
つ
な
が
り
や
組
合
へ
の
帰

属
意
識
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
昨
年
一
月
五

日
に
二
年
ぶ
り
に
本
部
旗
開
き

を
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
対
策

を
講
じ
た
上
、
参
加
人
員
等
の

規
模
縮
小
の
中
で
の
開
催
で
し

た
が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ

そ
仲
間
同
士
が
寄
り
添
い
直
面

す
る
厳
し
い
状
況
を
一
致
結
束

し
て
乗
り
超
え
、
組
織
拡
大
や

諸
要
求
実
現
に
向
け
て
執
行
部

を
中
心
に
取
り
組
む
決
意
で
意

思
統
一
を
図
り
新
年
の
運
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は

依
然
厳
し
く
、
木
材
や
建
設
資

材
の
高
騰
、
住
宅
機
器
の
納
期

遅
延
な
ど
、
さ
ら
に
は
昨
年
二

月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
事
侵
攻
の
影
響
に
伴
う
急

激
か
つ
持
続
的
な
物
価
の
上
昇

な
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
全
建

総
連
は
、
仲
間
の
就
労
実
態
を

調
査
、
把
握
し
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
下
請
け
事
業
者
や
技
能

労
働
者
の
賃
金
等
に
そ
の
し
わ

寄
せ
が
及
ば
な
い
よ
う
所
要
の

救
済
措
置
を
講
じ
る
よ
う
昨
年

四
月
以
降
に
各
政
党
は
じ
め
国

土
交
通
省
な
ど
関
係
省
庁
に
対

し
て
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
済
対
策
が
争
点
と
な
っ
た
昨

年
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
組
合
は
選
挙
区
で
は
白
川

あ
ゆ
み
氏
（
立
憲
）
を
推
薦
し

闘
い
ま
し
た
が
惜
敗
、
比
例
区

推
薦
で
は
鬼
木
誠
氏
（
立
憲
）

が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ

の
間
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
と
い
う
暴
挙
に

よ
り
罪
も
な
い
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
更
に

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
公
然
と
核

兵
器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
る
な

ど
、
そ
の
行
為
は
国
際
秩
序
を

揺
る
が
す
蛮
行
で
あ
り
断
じ
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
核
の
脅
威
が
高
ま
る
中
、

昨
年
八
月
八
日
に
開
催
し
た
建

設
労
働
者
職
人
原
爆
殉
難
者
慰

霊
祭
に
お
い
て
、
被
爆
地
と
し

て
「
人
類
と
核
は
共
存
で
き
な

い
」、「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
の
実
現
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
七
十
七
回
定
期
大
会
は
、

前
回
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
時

間
短
縮
や
参
加
人
員
を
制
限
す

る
な
ど
規
模
縮
小
し
て
の
開
催

と
な
る
中
、
新
年
度
の
運
動
方

針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
確
保
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
国
は
建
設
産
業
の
担
い

手
の
確
保
に
向
け
て
若
年
技
能

労
働
者
の
賃
金
や
処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、
公
共
工
事
の
設
計

労
務
単
価
を
十
年
連
続
で
引
き

上
げ
て
い
ま
す
が
、
現
場
で
働

く
技
能
労
働
者
の
実
際
の
賃
金

と
は
未
だ
大
き
な
乖
離
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
県
や
各
市

町
に
対
し
て
、
地
元
の
建
設
業

者
へ
の
仕
事
発
注
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
拡
充
と

継
続
、
現
場
で
働
く
仲
間
へ
の

適
正
な
賃
金
確
保
を
求
め
る
要

望
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
建
設
国
保
に
対
す
る
補
助
金

確
保
と
育
成
強
化
を
求
め
る
取

り
組
み
で
は
、
昨
年
末
か
ら
予

算
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

全
国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
建
設
長
崎
と
し
て
は
、
地
元

選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
、
建

設
国
保
の
育
成
強
化
と
予
算
確

保
に
向
け
て
の
支
援
を
要
請
す

る
行
動
や
全
国
の
仲
間
と
共
に

厚
生
労
働
省
や
財
務
省
に
対
す

る
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
組
合
員
と
ご
家
族

の
皆
様
に
は
夏
と
秋
に
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

佐藤圭介 執行委員長

昨
年
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

仲
間
の
結
集
を
図
り
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
の
た
め
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
仕
事
確
保
、
建
設
国
保
の

育
成
・
強
化
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
五
年
　
元
旦

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

書

記

長

書
記
次
長

佐

藤

圭

介

石

田

哲

雄

坂

口

忠

義

井 

手 
 

保

木

下

忠

明

寺

田

孝

弘

西

平

博

之

若

杉

孝

雄

外
執
行
部
一
同

長
崎
市
城
山
町
十
七
ー
五
八

電
　
話（
〇
九
五
）八
六
二
ー
七
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
五
）八
六
二
ー
五
二
八
一

執
行
委
員
長

　
年
頭
あ
い
さ
つ

コ
ロ
ナ
と
共
生
し
、
仲
間
の
仕
事
と
暮
し
を
守
る
た
め

一
致
団
結
し
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
！

　
令
和
五
年
度
の
国
保
組
合
関

係
予
算
に
お
い
て
、
私
た
ち
の

社
会
保
険
の
要
で
あ
り
ま
す
建

設
国
保
の
現
行
水
準
の
維
持
に

向
け
、
組
合
員
・
家
族
の
皆
様

に
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
取
り
組

み
頂
い
た
結
果
、
一
万
六
千
四

百
八
十
五
通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を

集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
て
の
支
部
に
お
い
て
、
割
り

当
て
目
標
を
超
え
る
集
約
数
と

な
り
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
組
合
員

と
家
族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運

動
で
す
。
組
合
で
は
集
約
さ
れ

た
す
べ
て
の
ハ
ガ
キ
を
点
検
し
、

厚
生
労
働
省
、
財
務
省
へ
全
通

投
函
し
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

動
が
仲
間
の
切
実
な
生
の
声
と

し
て
国
に
届
き
予
算
確
保
に
大

き
な
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
き
組
合
員

と
家
族
の
健
康
を
守
る
建
設
国

保
の
育
成
強
化
と
健
全
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
仲
間
を
増
や
す
運
動
で
は
、

昨
年
度
（
令
和
三
年
度
）
は
、

年
間
目
標
四
五
〇
名
に
対
し

四
四
〇
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
度
も
定
期
大
会
以
降
年
間
目

標
四
五
〇
名
達
成
に
向
け
て
各

支
部
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
仲
間
の
様
々
な
要
求
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
私
た

ち
の
組
合
（
組
織
）
を
大
き
く

強
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ

く
て
も
団
結
す
る
こ
と
で
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
ふ
れ
あ
い
行
動
等
が
制
限
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
現
場

で
の
口
コ
ミ
、
お
知
り
合
い
の

未
加
入
者
情
報
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
な
ど
、
出
来
る
範
囲
内
で

の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
四
月
に
統
一
自
治
体

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
に
対
す
る
要
望
要

請
の
際
は
議
員
の
協
力
は
必
要

不
可
欠
で
す
。
運
動
の
強
化
を

図
り
、
そ
し
て
私
た
ち
の
要
求

実
現
の
た
め
、
各
級
推
薦
議
員

の
勝
利
を
目
指
し
取
り
組
み
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
、
建
設
資
材
の

高
騰
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
普
及
促
進
、
令
和
六
年

（
二
〇
二
四
）
四
月
か
ら
の
働

き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
く
建

設
業
で
の
完
全
適
用
、
建
築
物

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
や

令
和
五
年
十
月
か
ら
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
へ
の
対
応
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
組
合
は
、
コ
ロ
ナ
と
共
生

し
つ
つ
、
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
皆
様
と
一
緒

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
一

層
団
結
を
深
め
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
の
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
本

年
も
昨
年
同
様
、
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
組
合
員
並

び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
最
良
で
輝
く
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
五
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

財
務
省

組
織
の
2.5
倍
を
超
え
る

一
万
六
千
四
百
八
十
五
通
集
約
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「
平
穏
無
事
に
年
を
重
ね
る
」 

�

村
　
　
節
雄
（
平
戸
支
部
）

　
年
男
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
生
活
や
仕
事
上
で
の
事
故
、

健
康
に
気
を
つ
け
て
日
々
の
生

活
を
過
ご
し
、
今
年
一
年
無
事

に
年
を
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
が
早
く
落

ち
つ
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

「
日
々
精
進
」 

�

田
中
　
祐
二
（
北
松
支
部
）

　
今
年
、
五
度
目
の
年
男
と
し

て
新
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
大

変
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
健
康
に
気
を
つ

け
な
が
ら
、
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
々
重
畳
」 

�

中
村
　
善
男
（
佐
世
保
北
支
部
）

　
た
ま
た
ま
寄
っ
た
住
宅
資
材

展
示
会
の
抽
選
会
で
、
昨
年
末

に
１
７
０
万
円
相
当
の
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
が
半
額
で
当
た
り
、
お

客
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。

　
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
自
分
だ
け
で
は
な
く

家
族
や
お
客
さ
ん
に
も
喜
ば
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
と
家
族
」 
�

朝
永
　
　
真
　（
佐
世
保
東
支
部
）

　
去
年
は
身
体
を
痛
め
て
、
仕

事
が
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、

健
康
の
重
要
性
に
一
層
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
と
は
、

日
々
の
行
動
の
結
果
で
あ
り
、

些
細
な
行
動
の
積
み
重
ね
に
よ

り
維
持
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
病
気
や
怪
我
も
小
さ
い
内

に
リ
ス
ク
を
摘
み
取
り
家
族
と

共
に
楽
し
く
令
和
五
年
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
第
一
」 

�

西
野
　
雅
樹
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

　
今
年
、
４
回
目
の
年
男
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
長
引
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
私
た
ち
の
仕
事
や
日
頃
の

生
活
、
組
合
活
動
に
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
健
康
第
一
に
、
仕
事

や
組
合
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
前
、

そ
れ
以
上
に
充
実
さ
せ
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
」 

�

髙
取
　
征
治
（
大
村
支
部
）

　
気
が
付
け
ば
、
四
回
目
の
年

男
を
迎
え
ま
し
た
。
大
工
に

な
っ
て
、
二
十
九
年
、
仕
事
も

忙
し
く
、
毎
日
が
充
実
し
た
日

を
過
ご
せ
る
こ
と
に
、
幸
せ
を

感
じ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々

に
感
謝
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
、

健
康
に
、
怪
我
に
気
を
付
け
て

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
大
き
な
飛
躍
を
」 

�

山
口
　
吉
信
（
諫
早
支
部
）

　
ま
さ
か
自
分
が
還
暦
を
迎
え

る
年
齢
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り

な
か
な
か
昔
の
よ
う
に
活
動
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
干
支

の
兎
の
よ
う
に
、
仕
事
に
も
組

合
活
動
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

も
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

「
安
定
し
た
日
々
を
願
う
」 

�

永
田
　
弘
行
（
西
彼
支
部
）

　
脱
兎
の
よ
う
な
速
さ
で
５
回

目
の
年
男
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

健
康
で
安
定
し
た
日
々
が
こ
れ

か
ら
も
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

兎
と
い
え
ば
「
跳
ね
る
」。

今
年
一
年
が
景
気
よ
く
、
か
つ

大
き
く
跳
躍
で
き
る
年
と
な
る

よ
う
、「
亀
」
の
よ
う
に
目
標

を
ま
っ
す
ぐ
見
据
え
日
々
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
飛
躍
で
き
る
年
に
！
」 

�

深
井
　
伸
也
（
浦
上
東
支
部
）

う
き
あ
し
（
浮
足
）
立
た
ず

さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
年
に
な
る

よ
う
に

ぎ
じ
ゅ
つ
（
技
術
）
を
磨
い
て
、

顧
客
に
喜
ば
れ
る
仕
事
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

「
出
会
い
を
大
切
に
仲
間
づ
く
り
に
励
む
」 

�

川
瀬
　
　
彰
（
浦
上
西
支
部
）

　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
加
え

終
わ
り
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
仕
事

や
組
合
活
動
を
通
じ
て
知
り
合

う
方
と
の
出
会
い
や
交
流
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
友
好
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
、
助
け
合
え
る
仲
間
づ
く
り

に
励
み
ま
す
。

「
毎
日
を
大
切
に
過
ご
す
」 

�

藤
本
　
稔
美
（
東
長
崎
支
部
）

　
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

六
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
。

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
・
建
設

不
況
・
物
価
上
昇
な
ど
、
大
変

な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
欲
張
ら
ず
、
ぼ
ち

ぼ
ち
仕
事
が
あ
っ
て
健
康
に
、

そ
し
て
、「
毎
日
を
大
切
に
」

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。

「
建
設
長
崎
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」 

�

山
下
　
洋
二
（
市
南
支
部
）

　
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
徐
々
に
普
段
の
生

活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
兆
し
が

あ
っ
た
１
年
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
は
４
度
目
の
年
男
を
迎

え
た
こ
と
も
あ
り
、
私
生
活
含

め
、
組
合
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
を
し
、
建
設
長
崎
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 「

出
来
る
範
囲
で
組
合
活
動
へ
協
力
」 

�

竹
﨑
　
初
雄
（
大
浦
支
部
）

　
組
合
に
入
っ
て
か
ら
今
年
で

４５
年
目
、
そ
の
間
仕
事
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
組
合
活
動
に

も
い
ろ
い
ろ
参
加
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
出
来
る
範
囲
で
仕
事

を
し
な
が
ら
、
組
合
活
動
へ
も

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
充
実
し
た
一
年
に
！
」 

�

本
多
　
常
秋
（
中
央
支
部
）

　
今
年
も
健
康
に
留
意
し
て
、

充
実
し
た
一
年
に
な
る
よ
う
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
こ
そ
は
運
動
会

を
は
じ
め
組
合
の
様
々
な
取
り

組
み
が
再
開
で
き
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
っ
て
良
い
一
年
に
な
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

干
支
の
雑
学

　
ウ
サ
ギ
科
は
野
ウ
サ
ギ
類
と

穴
ウ
サ
ギ
類
に
分
か
れ
ま
す
。

日
本
古
来
よ
り
生
息
す
る
の
は

野
ウ
サ
ギ
類
。
跳
躍
力
が
強
い

長
い
後
ろ
脚
を
持
ち
、
時
速
60

～
70
キ
ロ
で
走
り
ま
す
。
普
段

は
単
独
で
生
息
し
、
巣
穴
は
作

ら
ず
、
木
の
根
元
や
茂
み
を
寝

場
所
と
し
て
い
ま
す
。

　
穴
ウ
サ
ギ
の
生
息
地
は
主
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
巣
穴
を
作
り
集

団
で
生
息
し
ま
す
。
主
人
公
を

地
下
世
界
へ
誘
う
「
不
思
議
の

国
の
ア
リ
ス
」
や
、
家
族
が
仲

良
く
暮
ら
す
「
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
」「
ミ
ッ
フ
ィ
ー
」
の

物
語
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
ま
す
。

　
穴
ウ
サ
ギ
は
古
代
ロ
ー
マ
時

代
に
毛
皮
や
食
用
に
飼
育
さ
れ
、

飼
い
ウ
サ
ギ
に
。
大
航
海
時
代

に
世
界
中
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

日
本
に
は
16
世
紀
、
オ
ラ
ン
ダ

人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
国
で
は
、
月
で
う
さ
ぎ
が

不
老
不
死
の
薬
を
つ
い
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
西
遊
記
で
知

ら
れ
る
玄
奘
三
蔵
が
遺
し
た

「
大
唐
西
域
記
」
に
よ
る
と
、

あ
る
時
、
行
き
倒
れ
の
老
人
に
、

猿
は
木
の
実
を
、
き
つ
ね
は
魚

を
与
え
た
が
、
う
さ
ぎ
は
与
え

る
物
が
な
く
火
中
に
身
を
投
じ

て
自
ら
を
食
に
提
供
し
ま
し
た
。

老
人
は
帝
釈
天
の
化
身
。
う
さ

ぎ
を
哀
れ
み
、
人
々
に
仰
ぎ
見

ら
れ
る
よ
う
、
月
に
そ
の
身
を

移
し
た
と
い
い
ま
す
。
慈
悲
の

心
を
諭
す
寓
話
（
ぐ
う
わ
）
で

す
。

2023年
（令和５年） 年男・年女

うさぎ（卯）年
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書面調査

石綿なし石綿あり

試料採取
分析調査

発注者からの
情報提供

現地調査

各建材について判断

不 明

石綿あり
みなし

目 視 確 認・メーカー確認
データベース検索等

石綿なし石綿あり

石綿不検出石綿含有

工事着手前の事前調査で確認できな
かった場合は、調査可能となった時
点で再調査実施

石綿含有が不明な場合は、
「石綿ありみなし」又は、
「分析調査」にて判断する

令和５年10月１日からアスベスト事前調査には
建築物石綿含有建材調査者等の資格が必ず必要
となります

アスベスト事前調査の進め方・手順

♦その他アスベストの関連資格として
　・アスベスト診断士
　・石綿作業主任者
　・石綿取り扱い作業従事者特別教育

などがあります。

基本的に事前調査で石綿の含有が確認された場
合は、その作業にあたり、作業主任者資格や特
別教育の受講が必要となります。建材調査者資
格と併せてご確認をお願いします。

県内の登録講習機関は下記の
通りです。
▷ 建設業労働災害防止協会 

長崎県支部（TEL 820-7755）
▷ 一般社団法人長崎県労働

基準協会（TEL 849-2450）
今後の講習予定は各ホーム
ページ等で、直接お調べくだ
さい。

インボイス制度登録手続の概要

令和3年10月1日

登録申請手続は
令和3年10月1日
から可能です。

令和5年3月31日

登録申請の
受付開始

令和5年10月1日

適格請求書等
保存方式の開始

令和5年10月1日から登録を
受けるためには、原則として
令和5年3月31日

までに登録申請手続きを行う必要があります。

登録申請のスケジュール

インボイス登録に必要な手続き書類について
▶【適格請求書発行事業者の登録申請書】（２枚組）
▶※【適格請求書発行事業者の公表事項の公表（変更）申出書】

※�屋号や事務所の所在地を「適格請求書発行事業者公表サイト」に
公表したい場合は、追加書類として上記の書類を提出します。

【提出方法】①郵送申請（郵送先は管轄の国税局インボイス登録センター）
②電子申請（e-TAXを利用）

長崎県・佐賀県・福岡県を管轄する
インボイス登録センターの住所（郵送先）

〒810-8659
福岡市中央区天神４丁目８番28号

福岡国税局
インボイス登録センター　御中

・現在免税事業者で、インボイスに登録した場合
⇒インボイスに登録された年の12/31までに提出す
ればOK
・現在消費税課税事業者である場合（インボイスへの
登録は問わず）
⇒適用を受けようとする課税期間の初日の前日まで
つまり、適用を受けようとする年度の前年の12/31
までに提出すればOK。
・課税売上高が1,000万円以上となり、課税事業者
となるが、インボイスには登録しない場合
⇒適用を受けようとする課税期間の初日の前日まで
つまり、課税売上高が1,000万円を超えた年の翌年
の12/31までに提出が必要となります。

併せて確認
【消費税簡易課税制度選択届出書】

【提出方法】①納税地を所轄する税務署へ直接または送付
②電子申請（e-TAX を利用）

※本来は事前申請が必須である簡易課税について、事後的
な届出を行った場合でも適用が認められるという特例が
あります。

提出期日の特例について（個人事業主、12月期決算の事業者）

併せて確認
【消費税課税事業者届出書（基準期間用）】

【提出方法】①納税地を所轄する税務署へ直接 または送付
②電子申請（e-TAX を利用）

基準期間における課税売上高
が1,000万円超となったとき
に提出。一度提出した後で引
き続き課税事業者である限り、
再度の提出は不要

国税庁
インボイス
特設サイト

適格請求書
発行事業者
公表サイト

　適格請求書発行事業者の登録を受けるかどうかは事業者の任意で
す。
　適格請求書発行事業者の登録を受けようとする事業者は、納税地
を所轄する税務署長に「適格請求書発行事業者の登録申請書」を提
出する必要があります。（登録申請手続は、e-Taxでも可能。）
　なお、郵送により登録申請書を提出する場合の送付先は、各国税
局のインボイス登録センターとなります。
　登録申請書の提出を受けた税務署長は、登録拒否要件に該当しな
い場合には、適格請求書発行事業者登録簿に法定事項を登載して登
録を行い、登録を受けた事業者に対して、その旨を通知することと
されています。

適格請求書発行事業者の氏名又は名称

【適格請求書発行事業者の申請から登録まで】

✂ 

切
り
取
り

「石綿なしみなし」をすること
は絶対にNG!!

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２3年（令和５年）１月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 ６91 号 �4



　
毎
年
恒
例
の
住
宅
デ
ー
無
料

の
包
丁
研
ぎ
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
」
は

天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
少

し
風
が
吹
き
寒
く
感
じ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
設
営
を
終
え
る
と
早
速
、

包
丁
を
持
っ
た
お
客
さ
ん
が
来

場
さ
れ
、
住
宅
デ
ー
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
中
々
途

切
れ
る
事
も
な
く
、
一
時
間
も

経
過
し
な
い
内
に
二
十
名
を
超

え
ま
し
た
。
研
ぎ
手
の
組
合
員

さ
ん
は
、
休
む
時
間
を
取
る
事

さ
え
難
し
い
程
、
包
丁
が
続
々

と
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
一
日

目
、
来
場
者
（
百
名
）
包
丁

百
九
十
八
本
と
な
り
、
多
く
の

方
に
宣
伝
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
翌
週
の
日
曜
日
、「
ど
ろ

ん
こ
の
里
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

朝
は
寒
か
っ
た
で
す
が
、
晴
天

で
風
も
無
く
、
十
一
月
と
は
思

え
な
い
程
に
暖
か
く
な
り
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
会
場
も
設
営
を

終
え
る
と
早
々
に
お
客
さ
ん
が

包
丁
を
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
は
、
研
ぎ
手
が
減
少
傾
向

の
中
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

組
合
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
も
無
事
に
二
日

間
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
参
加
者
］

［
十
一
月
二
十
日
］

茅
原
喜
志
男　
　

迎　
　

政
博

小
谷　
　

守　
　

枝
折　

春
紀

大
庭　

真
八　
　

柳　
　

光
輝

迎　
　
　

稔　
　

茅
原　

喜
人

丸
田　
　

勉　
　

坂
本　
　

昇

吉
居　

雄
一　
　

柴
田
英
太
郎

田
中　

和
樹　
　

柴
田　

祥
太

田
川　

博
則　
　

柴
田　

五
月

迎　
　

良
則　
　

計
十
八
名

松
延　

貴
男　
　

［
十
一
月
二
十
七
日
］

茅
原
喜
志
男　
　

朝
永　
　

真

長
島　

則
行　
　

朝
永　
　

綾

小
谷　
　

守　
　

城
戸　

行
誠

大
庭　

真
八　
　

三
根　

康
恵

鴨
川　

浩
樹　
　

茅
原　

一
樹

迎　
　
　

稔　
　

茅
原　

喜
人

丸
田　
　

勉　
　

坂
本　
　

昇

迎　
　

良
則　
　

山
嵜　

洋
一

松
延　

貴
男　
　

佐
古
嘉
津
之

川
端　

昭
吾　
　

計
二
十
名

松
尾　

勝
信　
　

　

～
天
候
に
も
恵
ま
れ
、二
会
場
で
開
催
～

佐
世
保
東
支
部

　
　

長
崎
県
　
県
民
表
彰

　
長
崎
県
は
地
域
の
振
興
や
産

業
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
た
人
を
表
彰
す
る
県
民
表
彰

を
十
一
月
二
十
三
日
に
県
庁
県

議
会
議
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
県
民
表
彰
は
、
一
九
七
〇
年

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
、
五
十
三

回
目
と
な
る
今
年
は
一
一
二
人

の
個
人
と
二
十
二
の
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
産
業
分
野
よ
り
、

中
小
建
設
業
協
会
の
北
村
政
和

会
長
が
会
の
発
展
と
建
設
業
の

振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
ま

た
、
長
崎
南
商
工
会
副
会
長
の

小
宮
清
治
氏
（
建
設
長
崎
市
南

支
部
支
部
長
）
が
会
の
発
展
と

地
域
経
済
の
振
興
に
貢
献
し
た

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

詳細は各支部にお問い合わせください。

　
佐
世
保
支
部
協
会
・
佐
世
保

官
公
需
業
者
会
で
は
、
十
一
月

二
十
五
日
㈮
、
佐
世
保
市          

長
要
請
行
動
を
実
施
致
し
ま
し

た
。

　

佐
世
保
支
部
協
会
及
び
佐
世
保

官
公
需
業
者
会
役
員
に
加
え
本

部
協
会
役
員
、
事
務
局
と
山
下

市
議
会
議
員
に
も
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　
佐
世
保
市
か
ら
は
、
田
中
副

市
長
他
部
長
、
次
長
等
計
七
名

で
対
応
し
て
頂
き
、
冒
頭
で
山

下
市
議
の
ご
挨
拶
、
福
田
会
長
、

北
村
協
会
長
の
挨
拶
後
、
田
中

副
市
長
の
挨
拶
を
頂
き
、
福
田

会
長
よ
り
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
要
望
内
容
は
、
工
事
発
注
に

関
す
る
件
、
最
低
制
限
価
格
の

引
上
げ
に
関
す
る
件
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
関
す
る

件
、
空
き
家
対
策
の
補
助
金
拡

充
の
件
の
四
つ
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
受
注
機

会
や
特
殊
単
価
等
、
様
々
な
ご

意
見
が
出
さ
れ
、
一
時
間
程
熱

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
と
て
も

有
意
義
な
要
請
活
動
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

市
政
へ
の
取
り
組
み
へ
の
大
き

な
一
歩
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
参
加
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

［
参
加
者
］

　
福
田　
栄
治　
西
野　
雅
樹

　
田
中　
光
輝　
北
村　
政
和

　
髙
尾　
幸
秀　
井
関　
一
幸

　
松
園　
俊
輔　
森　
　
一
公

　
大
庭　
央
大

佐
世
保
市
長
要
請

わくわくふれあい市

どろんこの里

中小建設業協会　北村政和会長

市南支部　支部長　小宮清治氏

資格取得で
報奨金が
もらえます。

全建総連技能者育成基金制度
　全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、
技能者育成を支援することを目的に技能者育成基金制度を
創設。２０１８年 ４ 月から資格取得による報奨金制度を実施。
　「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ ２ 千
～ １ 万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の
方々へ支給されます（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
　①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
　②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
　　以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
　・受講時に組合員であること。
　・組合費等の滞納（ ３ ヶ月以上）がないこと。
　・申請期限は資格取得から ３ 年以内。

■対象資格
区分 １：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能士（※
１ ）、一級施工管理技士（技術検定試験）、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二
種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者（全職種）

区分 ２：5,000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※ １ ）、二級施工管理技士（技術検定試験）、第二種電
気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任者、職業訓練指導員免許（※ ２ ）、測
量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技
士、火薬類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、１級
エクステリアプランナー、ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施設
施工技士、排水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、
プレハブ建築マイスター（※波線19資格は2021年４月１日取得分から適用）、日本ウレタン断
熱協会品質管理責任者（※2022年 ４ 月 １ 日取得分から適用）、１級建築測量技能者（※2022年
６ 月 １ 日取得分から適用）

区分 ３：2,000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、鋼
橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質及び四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、
地山の掘削及び土止め支保工、型枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立
て等、木造建築物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、
有機溶剤、石綿

（※ １ ）
技能検定建設関係32職種（造園、さく井、建築板金、冷凍空気調和機器施工、石材施工、建築大工、枠
組壁建築、かわらぶき、とび、左官、築炉、ブロック建築、エーエルシーパネル施工、タイル張り、配
管、厨房設備施工、型枠施工、鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水施工、樹脂接着剤注入施工、内
装仕上げ施工、熱絶縁施工、カーテンウォール施工、サッシ施工、自動ドア施工、バルコニー施工、ガ
ラス施工、ウェルポイント施工、塗装、路面標示施工、広告美術仕上げ）、金属加工関係で １ 職種（鉄
工）、電気・精密機械器具関係で １ 職種（電気製図）、木材・木製品・紙加工品関係で ４ 職種（家具製作、
建具製作、畳製作、表装）、その他で ５ 職種（ビル設備管理、情報配線施工、ガラス用フィルム施工［建
築フィルム作業］、ビルクリーニング、ハウスクリーニング）
（※ ２ ）
職業訓練指導員免許36科（建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、表具科、左官・タイル科、配
管科、木工科、塗装科、塑性加工科、造園科、森林環境保全科、構造物鉄工科、電気科、電気工事科、
建設機械運転科、ブロック建築科、石材科、屋根科、築炉科、さく井科、枠組壁建築科、プレハブ建築
科、スレート科、防水科、インテリア科、床仕上げ科、熱絶縁科、サッシ・ガラス施工科、広告美術科、
建築物衛生管理科、建築物設備管理科、冷凍空調機器科、土木科、住宅設備機器科）（※波線の25科は
2021年 ４ 月 １ 日取得分から適用）

�
～
市
政
へ
の
取
り
組
み
へ
　
　
　
　�

�

大
き
な
一
歩
に
～
　
　

要望書を渡す佐世保官公需業者会・福田会長（左）

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２3年（令和５年）１月１５日発行第 ６91 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�5



時効があります。
忘れずに申請を
しましょう。

歳以上の組合員）
， 円

， 日間）
， 日間）
， 日間）
， 日を限度）
， ， 円を限度）

， 円
， 円
， 円

－
－
－
， 円
， 円
， 円

歳以上の組合員に対して祝品贈呈
， 円
， 円
， 円

， ， 円
， ， 円

， 円
， 円
， 円
， 円

， ， 円
， ， 円

， 円

－

－
－

， ， 円
， ， 円
日を限度） ， 円

， 円
， 円
， 円
， 円
， 円

， ， 円（加入年数不問）
， 円
， 円
， 円
， 円
， 円
， 円
， 円

歳未満の組合員）
， 円

， 円
， 円
， 円
－
－
－
－

， 円

， ， 円
， ， 円

－
－
－
－

， 円（加入年数不問）

， ， 円（加入年数不問）

－

一部壊

床上浸水

共 済 種 目
共済会費

病気休業手当金
（業務上の疾病・交通事故を除く）

傷害入院給付金
入院見舞金
結婚祝金
出産祝金

小学校・中学校入学祝
成人の祝

初老（厄入）祝
還暦の祝
古希の祝
喜寿の祝
米寿の祝
敬老の祝

労災事故給付金（見舞金）
交通事故給付金（見舞金）

火災

風水害
（地震を除く）

弔慰金
病気による重度障害

重度障害
級

重度障害
級

入院給付
通院給付

病気死亡（自殺含む）

不慮の事故による死亡

交通事故による死亡

配偶者死亡

家族死亡
歳以上退会慰労金

不慮の
事故

交通
事故

組
合
員

休
業
補
償

各
種
祝
金

住
宅
災
害
見
舞
金

障
害
給
付
金

死
亡
弔
慰
金

【特記事項】
合員障害給付金・組合員死亡弔慰金（Ａ型及びＢ型の交通事故死亡）については組合

加入年数は問いません。

・組合員が病気等で仕事を休んだ場合に支給します。但し、業務中の疾病や第三者行為による交通事故等は支給対象になりません。

。

・腰痛（症）・腰椎症・脊椎症・ヘルニア／妊娠・出産・流産／地震・噴火・津波等によるケガ／ピッケル等を使用した山岳登はん／スカイダイビング等の危険な運動中による事故／
脳疾患等の病気によるケガ（歩行中病気で意識を失い転倒してケガをした場合等／病気による入通院、傷害事故による通院等）
・健康保険、労災保険、生命・損害保険、加害者からの賠償金等の有無に関係なく支給対象になります。

・組合員、配偶者及び家族死亡に伴い弔慰金を支給する際には、弔慰金とは別に福祉共済会より生花をお供えすることとします。
・家族死亡弔慰金の支給範囲は、組合員と同居している子・父母（義父母含）、別居の実父母を対象とします。
・死亡弔慰金には、香典代（組合員・配偶者死亡時は ， 円・家族死亡時は ， 円）も含まれています。

年

福祉共済制度
給 付 内 容

共済の申請忘れはありませんか？
建設長崎の福祉共済は、全ての組合員が加入しており、組合員や家族のお祝い事や不幸があっ
た際に、皆で積み立てておいた共済基金の中から各種給付を行う制度です。
月掛金 （ 歳未満） ， 円 （ 歳以上） ， 円

申請及びお問い合わせは所属支部事務所へ。

建 設 長 崎日発行 日発行
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国
保
だ
よ
り

こんなときは手続きが必要です！
○家族が市町村国保から長建国保へ加入するとき
○家族が会社（社会保険）を退職し、長建国保へ加入するとき
○出産したとき
○長建国保を脱退するとき
○就職等で健康保険に加入したとき
○市町村国保に加入するとき
○被保険者が死亡したとき
○修学や介護等施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき
○住所、氏名が変わったとき
○被保険者証を紛失、破損したとき
○修学のため自宅を離れる場合
○介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合
○組合員が法人として事業を行うようになったとき
○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○40～65歳未満（介護第 ２号被保険者）で国が定める介護適用除外施
設に入所するとき

※お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点は所属支部、また
は長建国保までお問合せ下さい。

　
毎
年
三
～
四
月
は
、
就
職
等

の
理
由
に
よ
り
多
く
の
被
保
険

者
の
皆
様
に
異
動
の
手
続
き
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
年

が
明
け
、
新
年
か
ら
新
し
い
環

境
で
新
生
活
を
始
め
ら
れ
る
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
長
建
国
保
に
加
入
し

て
い
る
被
保
険
者
（
組
合
員
と

家
族
）
が
就
職
し
て
健
康
保
険

証
（
社
会
保
険
）
の
交
付
を
受

け
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に

そ
の
健
康
保
険
証
の
写
し
を
添

え
て
長
建
国
保
へ
資
格
喪
失
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。
他
の
健

康
保
険
に
加
入
後
、
長
建
国
保

の
資
格
喪
失
の
届
出
を
し
な
い

ま
ま
長
期
間
放
置
し
ま
す
と
、

そ
の
期
間
に
よ
っ
て
は
保
険
料

の
返
還
が
受
け
ら
れ
な
い
、
そ

し
て
療
養
費
申
請
（
医
療
費
の

払
い
戻
し
）
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
お
届
け
忘
れ
が
無
い
よ
う
ご

家
族
様
に
お
か
れ
て
は
ご
確
認

い
た
だ
き
、
該
当
さ
れ
る
場
合

は
速
や
か
に
組
合
へ
お
届
け
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら

�

す
ぐ
に
組
合
へ　

○
年
始
か
ら
就
職
、
転
職
さ
れ
る
ご
家
族
は
い
ま
せ
ん
か
？

年
度
内
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！！

　
個
人
で
受
け
れ
ば
、
※
７
，
９
６
６
円
も
か
か
る
検
査
が
無
料
で
す
！

�

※
令
和
四
年
度
集
合
契
約
の
金
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

無料
今
年
度
の
健
診
は

�

受
け
ま
し
た
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
特
定
健
診

受
診
者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

健
診
の
最
大
の
目
的
は
「
病
気

の
早
期
発
見
」
で
す
。
し
か
し
、

受
診
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
本
題

の
早
期
に
発
見
さ
れ
る
は
ず
の

病
気
が
放
置
さ
れ
、
気
づ
い
た

と
き
に
は
病
状
が
進
行
、
重
症

化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
健
診
機
関
で
は
、

三
つ
の
「
密
」
を
可
能
な
限
り

回
避
す
る
、
マ
ス
ク
着
用
を
原

則
と
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
健
診
を
ま
だ
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

年
度
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

《
※
今
年
度
の
特
定
健
診
受
診

券
の
有
効
期
限
は
令
和
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
期
限
内
に
受
診
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。》

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。

2023.1.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金
メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 　 　 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095 -862 -5555

i＋Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町 １丁目3277- 7
095 -898 -2202

休日 1，000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1，000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 　 　 1，000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762- 1
095 -887 -4126

道の尾温泉 大人 　 　 650円 － ▲300円 350円 西彼杵郡長与町高田郷284
095 -856 -2631

ゆりの温泉 大人 　 　 900円 ▲100円 ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷2289- 2
095 -856 -2617

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ
おおむら　ゆの華
R 4 .11. 1 ～料金改定

メンバーズカード提示の有・無に関わらず
規定料金820円から120円お安くなって

700円になっています。

大人 　 　 820円 ▲420円 400円 大村市森園町663 - 3
0957 -50 -1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500 - 1

0957 -73 -3273
小地獄温泉館 大人 　 　 460円 － ▲300円 160円

望洋荘
営業時間帯によって料金が異なります。
詳しくは施設までお問い合わせ下さい。

大人（高校生以上）
［ ７：30～16：30］　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957 -74 -3141

大人
［16：30～21：30］　 　 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）
大人（60歳以上）［ ７：30～21：30］

209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957 -28 -4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956 -82 -2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956 -82 -6868
ザ・パラダイス

ガーデンサセボ（※ １） 大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853 -12
0956 -39 -4800

ホテルローレライ
ばってんの湯（※ １） 大人 　 　 700円 ▲140円 ▲300円 260円 佐世保市南風崎町449

0956 -59 -3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 　 平日 700円 － ▲300円 400円
東彼杵郡波佐見町長野郷558- 3

0956 -76 -9008
大人 　 土・日・祝 750円 － ▲300円 450円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169- 2
0956 -66 -2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 　 　 900円 －

▲300円
▲300円
施設負担

一律　
300円

平戸市田平町野田免210- 6
0950 -57 -1110

（※ 1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」
を実施しています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
　指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用
できます。

■利用料金の補助
　（小人料金には、割引はありません。）
　補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。
　規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
　割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間２０枚）
　組合のみ加入（年間 ６枚）
※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さ
い。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカ
ード

健
診
受
診
に
必
要
な
も
の

◎
受
診
券

◎
質
問
票

◎
保
険
証

※
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
各
所
属
支
部
、
ま
た

は
長
建
国
保
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
長
建
国
保
ＴＥＬ
】

〇
九
五
－
八
六
二
－
八
四
六
三

特
定
健
診
で
わ
か
る

生
活
習
慣
病

・
高
血
圧
症

・
脂
質
異
常
症

・
肝
硬
変　

・
動
脈
硬
化

・
腎
臓
病　

・
腎
不
全

・
糖
尿
病　

・
痛
風

・
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
臓
病

健
診
の
検
査
内
容

・
問
診　

・
身
体
計
測

・
検
尿　

・
血
圧

・
血
液
検
査
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（一社）長崎県中小建設業協会
新春研修会・新春交流会中止のお知らせ

例年一月に開催しております「中小建設業者新春研修会及び交流会」については、
新型コロナウイルス感染症の拡大予測が困難なため、出席者の安全を最優先に考
慮し、「中止」することといたしました。

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月28日㈯

初 市
長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

※コロナウイルス感染症の拡大状況によっては変更または中止となる場合があります。

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
に
入
る
文
字
を

Ａ
～
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
、
で
き
る
言

葉
は
な
に
？

１　

Ⓐ
が
ヒ
ン
ト
で
す

５　

タ
レ
ン
ト
の
伊
集
院
光
さ
ん
は

三
遊
亭
円
楽
師
匠
の
…
…

７　

い
つ
で
も
。
…
…
募
集

８　

一
月
二
日
の
毛
筆
を
使
う
行
事

９　

こ
な
…
…
、
つ
ぶ
…
…
、
わ
た

…
…
、
ざ
ら
め
…
…

11　

先
見
の
…
…
、
賢
…
…
な
方
法

12　

シ
ャ
ム
も
ペ
ル
シ
ャ
も
三
毛
も

…
…
フ
ー
ド

14　

荒
れ
果
て
た
街
や
建
物
の
跡

17　

糸
を
付
け
て
空
に
あ
げ
ま
す

18　

…
…
に
は
…
…
を
入
れ
て
注
意

19　

食
後
に
食
べ
る
嗜
好
品
の
一
つ

21　

む
だ
づ
か
い
、
時
間
の
…
…

23　

掛
け
軸
な
ど
を
飾
る
…
…
の
間

24　

鍵
を
か
け
ず
に
外
出
す
る
の
は

…
…
で
す

１　

蚊
取
り
線
香
の
形
で
す

２　

シ
ー
ザ
ー
の
言
葉
「
…
…
は
投

げ
ら
れ
た
」

３　

技
巧
、
技
芸
、
先
端
…
…

４　

紅
葉
の
花
札
に
描
か
れ
て
い
る

動
物

５　

消
防
の
正
月
行
事
で
、
は
し
ご

乗
り
が
見
も
の
で
す

６　

あ
な
た
を
…
…
し
ま
す

10　

帰
り
道
、
…
…
に
つ
く

13　

Ⓑ
が
ヒ
ン
ト
で
す

14　

羽
子
板
で
つ
く
も
の

15　

江
戸
時
代
の
薬
入
れ
。
時
代
劇

の
水
戸
黄
門
に
出
て
き
ま
す

16　

ス
ー
ツ
や
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク

タ
イ
な
ど
の
服
飾
品

17　

指
揮
者
の
必
需
品

20　

ド
ア
の
丸
型
の
取
っ
手

22　

京
都
府
南
部
の
平
等
院
と
お
茶

で
有
名
な
市

長
崎
市
城
山
町
17―

58

建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈間違いさがし〉

〈クロスワード〉

（答）

１
２
３
４

５
６
７

あなたの支部名

氏　名

住　所

　
「
間
違
い
さ
が
し
」
と
「
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
」
の
問
題
に
挑
戦
！

　
答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
左
記

の
要
領
で
ハ
ガ
キ
に
、「
答
え
」

「
支
部
名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を

記
入
し
て
応
募
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
五
十
名
に
記
念

品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
五
日
㈭　
必
着

新春お年玉クイズみんなで
　考えよう

※印刷上の汚れやかすれは、間違いには入りません。

月　日 支部名 時　間 会　　場

１月11日㈬ 諫 早 支 部 午後７時 諫早市勤労者福祉会館

　　12日㈭ 中 央 支 部 午後７時 地区労会館２階

　　13日㈮ 島 原 支 部 午後６時 支部事務所

　　16日㈪
浦上西支部 午後７時 組合本部会館

大 村 支 部 午後７時 支部事務所

　　17日㈫
浦上東支部 午後７時 組合本部会館

西 彼 支 部 午後７時 時津町北部コミセン

　　18日㈬
佐世保中央支部 午後７時 県北総合会館

北 松 支 部 午後７時 支部事務所

　　19日㈭
大 浦 支 部 午後７時 地区労会館２階

佐世保東支部 午後７時 支部事務所

　　20日㈮
市 南 支 部 午後７時 割烹「みやこ別館」

平 戸 支 部 午後６時30分 支部事務所

　　24日㈫ 東長崎支部 午後７時 東公民館

　　25日㈬ 佐世保北支部 午後７時 中里皆瀬地区公民館

2023年　建設長崎各支部新春旗開き予定表

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、中止とさせていただく場合もあります。

９~14時
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